
青柳代表取締役社長

防犯のポイントを体験型で学ぶ（愛媛綜
合警備保障提供）

茨城県警・河野
課長補佐（茨城
警協提供）

訓練の１コマ、胸骨圧迫（群馬警
協提供）

社員をねぎらう感謝祭（シンコーハイウェイ
サービス提供）

左から佐藤氏、池田氏、片山氏
（東邦警備保障提供）

　
シ
ン
コ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ

ス
（
東
京
都
八
王
子
市
、
坂
本
健

造
社
長
）
は
９
月
�
日
、
八
王
子

市
内
の
ホ
テ
ル
で
「
創
立
�
周
年

社
員
感
謝
祭
」
を
開
催
し
た
。

　
同
社
は
、
高
速
道
路
の
交
通
規

制
業
務
を
行
う
会
社
と
し
て
１
９

９
４
（
平
成
６
）
年
７
月
１
日
に

創
立
。
首
都
圏
を
中
心
に
、
札
幌

か
ら
名
古
屋
ま
で
�
以
上
の
拠
点

を
持
つ
企
業
グ
ル
ー
プ
に
成
長
し

て
き
た
。

　
会
社
の
周
年
行
事
は
、
今
回
が

初
め
て
。
関
係
者
を
招
い
て
の
式

典
形
式
で
は
な
く
、
〝
と
も
に
頑

張
っ
て
き
た
社
員
と
、
そ
の
家
族

を
ね
ぎ
ら
う
〟
と
の
趣
旨
で
「
社

員
感
謝
祭
」
と
し
て
行
っ
た
。

　
坂
本
社
長
は
、
�
年
の
歩
み
を

振
り
返
り
つ
つ
、
社
員
の
尽
力
を

讃
え
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

２
６
０
人
の
参
加
者
は
、
八
王
子

市
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト

「
エ
イ
ト
プ
リ
ン
セ
ス
」
の
ス
テ

ー
ジ
や
抽
選
会
な
ど
で
楽
し
い
時

を
過
ご
し
た
。

　
茨
城
県
警
備
業
協
会
（
島
村
宏

会
長
）
は
�
月
１
日
、
経
営
者
研

修
会
を
水
戸
市
内
で
開
催
し
た
。

　
茨
城
県
警
察
本
部
・
生
活
安
全

総
務
課
許
可
事
務
担
当
室
の
河
野

和
司
課
長
補
佐
が
、
警
備
業
法
施

行
規
則
の
改
正
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。
県
内
の
警
備
業
の
概
況

に
つ
い
て
も
解
説
し
、
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
の
徹
底
に
よ
る
適
正
業

務
の
推
進
を
呼
び
掛
け
た
。

　
協
会
の
鴨
志
田
聡
副
会
長
・
業

務
委
員
会
委
員
長
（
東
関
東
警
備

保
障
）
は
「
今
回
の
改
正
に
よ
り

教
育
時
間
が
短
縮
さ
れ
て
、
教
育

担
当
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

面
は
あ
る
が
、
警
備
員
の
質
が
低

下
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
一
層
の
業
務
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
っ
て
ほ
し
い
」
と
強

調
し
た
。

　
研
修
会
に
は
、
例
年
よ
り
多
い

�
社
、
�
人
の
経
営
者
や
幹
部
な

ど
が
参
加
し
、
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
わ
れ
た
。
参
加
者
は
「
今
後

も
自
社
の
教
育
時
間
を
減
ら
す
こ

と
な
く
、
警
備
の
質
を
高
め
て
い

き
た
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
。

　
東
邦
警
備
保
障
（
東
京
都
目
黒

区
、
若
林
隆
社
長
）
の
「
恵
比
寿

ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
隊
」
の
片
山

周
平
氏
、
池
田
龍
氏
、
佐
藤
祐
司

氏
が
９
月
�
日
、
東
京
都
渋
谷
区

内
で
開
催
さ
れ
た
「
自
衛
消
防
訓

練
審
査
会
・
警
備
Ａ
隊
の
部
」
で

優
勝
に
輝
い
た
。

　
渋
谷
消
防
署
管
内
の
事
業
所
か

ら
９
つ
の
隊
が
出
場
。
地
震
に
よ

る
施
設
内
で
の
火
災
を
想
定
し
、

出
場
者
は
１
１
９
番
通
報
、
屋
内

消
火
栓
に
よ
る
初
期
消
火
、
避
難

誘
導
な
ど
一
連
の
動
き
の
迅
速

さ
、
的
確
さ
を
競
っ
た
。

　
柳
田
政
広
隊
長
は
「
契
約
先
の

ご
支
援
と
、
出
場
者
の
訓
練
の
た

め
に
シ
フ
ト
を
調
整
し
て
く
れ
た

隊
員
の
協
力
で
優
勝
で
き
ま
し

た
」
と
述
べ
た
。

顔
認
証
シ
ス
テ
ム
で
対
策

　
当
社
「
日
本
保
安
」
（千
葉
市
）

は
、
ト
ス
ネ
ッ
ト
（
仙
台
市
、
佐

藤
康
廣
会
長
）
グ
ル
ー
プ
の
一
員

で
、
主
に
私
服
警
備
員
に
よ
る
店

内
保
安
警
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
万
引
き
は
、
青
少
年
が
悪
質
な

犯
罪
に
手
を
染
め
る
入
口
と
な
る

〝
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
犯
罪
〟
と
言
わ

れ
、
未
然
防
止
、
啓
発
活
動
が
重

要
だ
。
ま
た
、
超
高
齢
社
会
を
反

映
し
て
�
代
、
�
代
の
高
齢
者
に

よ
る
万
引
き
が
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
件
数
は
未
成
年
を
上
回
っ
て

い
る
。
一
方
、
外
国
人
の
窃
盗
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
大
胆
な
犯
行
も
起

こ
る
。
グ
ル
ー
プ
は
前
も
っ
て
店

舗
の
状
況
を
調
べ
て
お
き
、
見
張

り
役
、
実
行
犯
な
ど
役
割
分
担
し

て
、
短
時
間
で
大
量
の
商
品
を
盗

ん
で
い
く
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
が
、

１
日
に
複
数
の
店
舗
を
回
っ
て
犯

行
を
重
ね
る
場
合
も
あ
る
。

　
盗
品
の
換
金
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
転
売
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
た
。
万
引
き

は
深
刻
な
社
会
問
題
で
、
よ
り
一

層
の
防
止
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

　
近
年
の
防
止
対
策
の
１
つ
に

「
顔
認
証
カ
メ
ラ
を
活
用
し
た
情

報
共
有
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
防

犯
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
〝
万
引
き

犯
と
み
ら
れ
る
人
物
〟の
画
像
を
、

同
じ
エ
リ
ア
に
あ
る
同
業
者
の
店

舗
が
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
に
登
録
し

て
お
き
、
そ
の
人
物
が
来
店
し
た

場
合
に
は
警
備
員
や
店
舗
の
従
業

員
が
重
点
的
に
警
戒
す
る
こ
と

で
、
万
引
き
の
未
然
防
止
を
図
る

仕
組
み
で
あ
る
。

　
東
京
・
渋
谷
に
あ
る
３
つ
の
大

型
書
店
は
、
今
年
７
月
か
ら
「
渋

谷
書
店
万
引
対
策
共
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
し
て
、
情
報
共
有
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
共
有
さ
れ
る
画
像

は
個
人
情
報
で
あ
り
、
適
切
な
管

理
が
不
可
欠
と
な
る
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
（情

報
通
信
技
術
）
な
ど
の
普
及
に
伴

い
、
店
内
保
安
の
警
備
員
は
、
各

種
の
機
器
や
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し

た
行
動
を
求
め
ら
れ
る
時
代
を
迎

え
て
い
る
。

　
万
引
き
の
被
疑
者
な
ど
に
対
す

る
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
万
引
き

を
あ
き
ら
め
る
要
因
は
、
店
舗
の

従
業
員
に
よ
る
挨
拶
な
ど
の
「
声

掛
け
」
が
６
割
以
上
を
占
め
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
や
防
犯
ゲ
ー
ト
な
ど

機
器
の
活
用
と
併
せ
て
、
万
引
き

防
止
に
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が
重
要
で

あ
る
。

ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ
ョ
ン

　
当
社
は
保
安
警
備
に
加
え
て
、

店
舗
の
従
業
員
に
対
す
る
防
犯
セ

ミ
ナ
ー
も
行
う
。
万
引
き
発
生
デ

ー
タ
を
説
明
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
位
置
、
盗
ら
れ
や
す
い
商
品

の
陳
列
の
工
夫
な
ど
を
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
。
商
品
１
点
の
万
引
き
被

害
は
、
商
品
に
も
よ
る
が
１０
点
以

上
販
売
し
な
い
と
原
価
を
回
収
で

き
な
い
。
従
業
員
へ
の
意
識
付
け

が
大
切
で
あ
り
、
店
舗
が
〝
商
品

ロ
ス
〟
を
防
ぐ
ロ
ス
プ
リ
ベ
ン
シ

ョ
ン
（
損
害
防
止
、
Ｌ
Ｐ
）
に
継

続
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
業
績

向
上
に
結
び
つ
く
。
小
売
業
の
利

益
創
出
に
向
け
て
私
は
、
ロ
ス
プ

リ
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
や
全
国
万
引

犯
罪
防
止
機
構
の
Ｌ
Ｐ
教
育
制
度

委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
。

　
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
、
量
販
店

な
ど
で
は
、
季
節
ご
と
、
月
ご
と

に
狙
わ
れ
や
す
い
特
定
の
商
品
が

あ
る
。
こ
れ
を
警
備
員
と
店
舗
の

従
業
員
が
把
握
し
、
売
り
場
で
特

に
警
戒
す
る
な
ど
、
地
道
な
取
り

組
み
が
欠
か
せ
な
い
。

　
店
舗
は
万
引
き
の
ほ
か
、ス
リ
、

置
引
き
、
盗
撮
な
ど
が
起
こ
り
う

る
。
店
内
保
安
警
備
は
専
門
の
ノ

ウ
ハ
ウ
に
加
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

状
況
や
相
手
に
対
応
す
る
能
力
が

求
め
ら
れ
る
。
実
務
に
則
し
た
警

備
員
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る

時
で
あ
る
。

「
店
舗
守
る
」
誇
り
持
つ

　
人
材
育
成
で
大
切
な
の
は
、
自

社
の
企
業
理
念
や
存
在
意
義
に
つ

い
て
、
社
員
に
し
っ
か
り
と
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
だ
と
思
う
。
当

社
の
理
念
は
「
全
従
業
員
の
物
心

両
面
の
幸
福
を
追
求
す
る
と
同
時

に
、
企
業
の
発
展
、
社
会
の
安
全

安
心
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
も
の

だ
。
店
舗
の
安
全
を
守
っ
て
社
会

に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
社
員
そ

れ
ぞ
れ
が
自
覚
し
誇
り
を
持
ち
、

各
種
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
と
考
え
る
。

　
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
１
つ
に
心
肺

蘇
生
法
が
あ
る
。
以
前
、
当
社
の

女
性
警
備
員
が
商
業
施
設
で
高
齢

男
性
の
万
引
き
を
発
見
し
、
店
外

に
出
た
と
こ
ろ
で
声
を
掛
け
て
同

行
を
求
め
た
際
、
男
性
は
意
識
を

失
っ
て
倒
れ
た
。
女
性
警
備
員
が

胸
骨
圧
迫
を
行
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
、
心
肺
停
止
状
態
だ
っ
た
男

性
は
命
を
と
り
と
め
た
。
こ
う
し

た
事
例
を
社
員
全
員
で
共
有
し
て

緊
急
時
に
的
確
な
行
動
が
取
れ
る

よ
う
に
訓
練
を
重
ね
て
い
る
。

　
ま
た
、
ト
ス
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
と

し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
心
肺
蘇
生
法
の

講
習
会
を
東
北
地
方
や
首
都
圏
の

学
校
、
企
業
、
団
体
な
ど
で
開
催

し
て
い
る
。
人
命
救
助
に
直
結
す

る
心
肺
蘇
生
法
を
多
く
人
に
体
験

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
。

　
先
日
、
当
社
は
大
学
生
を
対
象

に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
い
た

際
に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
心

肺
蘇
生
法
を
行
っ
た
。
学
生
た
ち

は
熱
心
に
取
り
組
み
、
生
活
安
全

産
業
で
あ
る
警
備
業
の
大
切
さ
を

感
じ
て
く
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
長

期
的
な
展
望
を
持
ち
、
社
会
か
ら

一
層
信
頼
さ
れ
る
企
業
を
目
指
す

グ
ル
ー
プ
企
業
の
一
員
と
し
て
、

今
後
も
店
内
保
安
警
備
に
取
り
組

む
人
材
を
育
成
し
て
い
き
た
い
。

　
愛
媛
綜
合
警
備
保
障
（松
山
市
、

二
宮
義
晴
社
長
）
は
９
月
�
日
、

八
幡
浜
警
察
署
（早
瀬
直
樹
署
長
）

と
合
同
の
防
犯
教
室
を
愛
媛
県
八

幡
浜
市
の
江
戸
岡
小
学
校
で
開
い

た
。
１
年
生
�
人
と
３
年
生
�
人

が
不
審
者
に
対
応
す
る
知
識
な
ど

を
身
に
つ
け
た
。

　
同
署
は
こ
れ
ま
で
、
管
内
の
小

学
校
な
ど
で
「不
審
者
対
応
教
室
」

を
、
同
社
も
「
あ
ん
し
ん
教
室
」

を
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
て
き
た
。

通
学
路
で
の
安
全
確
保
に
社
会
の

関
心
が
高
ま
る
中
、
県
内
で
初
め

て
警
察
と
警
備
会
社
が
連
携
し
、

子
供
た
ち
に
犯
罪
被
害
を
防
ぐ
注

意
点
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　
同
署
生
活
安
全
課
長
と
交
番
勤

務
の
警
察
官
３
人
が
１
年
生
に
対

し
て
、
不
審
者
に
出
会
っ
た
時
の

対
応
な
ど
を
説
明
し
た
。続
い
て
、

同
社
の
担
当
者
が
不
審
者
役
に
扮

し
、
声
を
掛
け
ら
れ
た
児
童
は
自

分
で
判
断
し
、
大
声
を
出
し
て
逃

げ
る
体
験
型
の
授
業
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
３
年
生
は
、
留
守
番
す

る
時
の
注
意
点
と
し
て
「
家
の
鍵

を
見
せ
な
い
、
中
に
入
っ
て
す
ぐ

戸
締
ま
り
」
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
学
ん
だ
。

　
「
道
で
知
ら
な
い
人
に
声
を
掛

け
ら
れ
て
も
、
絶
対
に
つ
い
て
い

か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
」
な
ど
の

感
想
が
児
童
か
ら
あ
っ
た
。

　
群
馬
県
警
備
業
協
会
（
山
﨑
松

惠
会
長
）
は
�
月
２
日
、
�
回
目

の
「
災
害
支
援
隊
訓
練
」
を
伊
勢

崎
市
内
で
開
催
し
、
�
人
が
参
加

し
た
。

　
訓
練
は
、
直
下
型
地
震
が
発
生

し
て
伊
勢
崎
市
内
に
甚
大
な
被
害

が
あ
り
、
県
警
本
部
長
か
ら
群
馬

警
協
に
災
害
時
の
協
定
に
基
づ
く

出
動
要
請
が
あ
っ
た
―
―
と
の
想

定
で
行
わ
れ
た
。

　
吉
田
恵
一
朗
隊
長
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ

Ｋ
群
馬
）
と
隊
員
は
、
大
旗
・
紅

白
旗
に
よ
る
交
通
誘
導
、
負
傷
者

の
搬
送
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
心
肺
蘇

生
法
、
初
期
消
火
な
ど
の
技
能
向

上
に
取
り
組
ん
だ
。

　
山
﨑
会
長
は
、
関
東
地
方
を
襲

っ
た
台
風
�
号
の
被
害
に
触
れ
、

「
災
害
発
生
の
頻
度
は
年
々
高
ま

っ
て
お
り
、
『
災
害
対
応
力
』
の

強
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
日
頃
か
ら
防
災
関
連
の
情
報

に
関
心
を
高
め
、
生
活
安
全
産
業

の
担
い
手
と
し
て
努
力
を
重
ね
て

ほ
し
い
」
と
隊
員
を
激
励
し
た
。
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